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２学年  Challenge-Chance-Choice-Change ～Second season～ 

あっという間の１年でしたが、本当に色々なことがあった１年だと思います。２年生として

成長した部分、少し中だるみをしてしまった部分もそれぞれにあったと思います。私自身が最

も印象に残っているのは、やはり研修旅行です。西高に赴任して初めて研修旅行に行きました

が、都会の中で企業や大学等をめぐることで様々な発見があったのではないかと思います。集

合時間や身なりのことでたくさん指導もしましたが、家から離れ集団で生活することで、普段

の生活に対する感謝の気持ちが芽生え、少し精神的に成長できたのではないでしょうか。間も

なく最高学年になります。４月にはすぐに体育大会、６月には最後の高総体と新年度初めから

行事が目白押しです。自分が活躍するんだ！ という強い気持ちを持つ一方で、仲間に対する

敬意を持って、チームとして勝つために自分にできることを考える人になってください。最後

はやはり「人間性」が勝負を分けます。それを今まで、言い続けてきたと思います。正直に言

って、学習面よりも人間性において、今は成長してほしいと思うからです。あと１年もした

ら、誰からも厳しいことは言ってもらえなくなると思います。本当に心を許せる友人というの

は、そう簡単にできるものでもありません。高校の友人というのは一生の友人になる可能性を

一番秘めていると私は思っています。だからこそ、そのような高校生活の中で、学力や競技力

とともに人間性を成長させることを意識してほしいと思います。誰かのために、頑張る。残り

わずかの高校生活、すべての行事に全力で臨み、そして来年は受験を通して人間性を磨いてい

く。そんな１年になることを期待しています。厳しいことを乗り越えた先に成長があります。

逃げずに立ち向かいましょう。             （第２学年主任 小佐々 慎也） 

人は人中（ひとなか）木は木中（きなか） 
校長 本村 暢子   

 

３年生が卒業していきました。思いをかたちにしてくれた式でした。呼名時のハキハキとした返事、美し

い所作と堂々の校歌斉唱、大変立派でした。証書を受け取るときの笑顔も、話を聞く真剣な表情も、６０

回生らしい姿でした。 

屋久島に「人は人中木は木中」という格言があります。屋久杉は、種子が地面に落ちて芽を出しても

一本、二本立ちだとやがては枯れてしまう。杉林であれば互いに雨風をしのぎ合い、最適な温度と湿度

に恵まれ育っていく。木は木の中でこそ生きて育つ。人もまた然り、人は人の中でこそ育つのです。        

さて、６０回生杉は旅立ちました。あと２週間もすればそれぞれが進級し、新入生を迎えます。令和８年

度も皆がぐんぐん成長できるように、面白い栄養素たっぷりの土壌をたたえた佐西杉林でありましょう。 
 
せっかくなので２０年ほど前に行った屋久島の思い出ベスト３（記憶違いはご容赦） 

（１）縄文杉（最大の屋久杉） 

朝５時から片道５時間ひたすら歩いて登る。標高が高く、慣れたガイドさんが珍しい高山植物を見つ 

けては説明してくれるが、歩くのに必死。森の中は木に巻いてある色テープを頼りに道なき道を行く。

ヘトヘトなのに、原生林の景色が美しくて美しくて何とか歩き続ける。何色もの「緑」が織りなす静謐な

空間に降り注ぐ木漏れ日。そびえ立つ樹齢何百年の屋久杉たちは今にも話し出しそう。幹に生えてい

る苔もまたふっさりとして美しい。一生分のマイナスイオンを浴びながら、いよいよラスボス「縄文杉」に

到着。樹齢ウン千年。荘厳や神々しいでは言葉足らず。畏怖するとは正にこれかと。復路も５時間。 

（２）ウミガメの産卵 

夜８時頃、月明かりの中ウミガメが砂浜に上がってくる。のそっのそっと少しずつ。おどかさないよう 

に息を殺して見守っていると、やがてここだと決めて穴を掘り始める。ばさっばさっと少しずつ。そしてつ

いに産卵開始。ピンポン玉くらいの卵をぽとぽとぽとぽと力をふりしぼって産む。ウミガメも命がけだそ

う。産み終えるとまた、ばさっばさっと砂をかけて卵を隠す。一連の仕事を終えると海へ向かう。のそっの

そっと少しずつ。最も印象に残ったのは、そのウミガメが海に入る瞬間、意を決したかのようにすっと首

を持ち上げて海を見つめたあと、 すーっと波に吸い込まれるように消えていったこと。神秘的でした。 

（３）屋久猿を研究する大学生 

京都大学の女子学生（長崎出身）が一人、原付バイクで屋久猿の群れを１日中追いかけていた。 

「１５分見失うと LOST となってやり直しなんです」と話していた。ポップな色のバイクが道端に停まっ

ていると、「お！ 観察できてるな。頑張って！」と心の中で応援していました。 

 

目まぐるしい日常にあっても、悠久の時間を生きる縄文杉先輩や、悠々と泳ぐウミガメ母さんを思うと、

心が安らぎます。 

 

１学年 １年間を振り返る７つの質問 

 今日は、６２回生が１年生として登校する最後の日です。この学校だよりは、クラスの最後

のホームルームで受け取っているところでしょうか。帰宅し、「明日は学習会か・・・」と肩

を落としている人もいれば、「学習会で力をつけて、２年生になる準備をする！」と意気込ん

でいる人もいるでしょう。もしかしたら、「先生方、１年生が終了したのに私たちのために２

日間も指導してくださるなんて、申し訳ないです！ゆっくり休まれてください。」と思ってい

る人もいる・・・のかいないのかは分かりませんが、私たちは、まだまだ頑張りますよ！ 

 さて、この１年間を振り返る７つの質問を書きます。「はい」「いいえ」のどちらかをマルで

囲んでください。 

・質問１ 変化を受け入れて、勇気を持って飛び込みましたか？ 〔はい・いいえ〕 

・質問２ やらされている百発より、やる気の一発で学習しましたか？ 〔はい・いいえ〕 

・質問３ 自分勝手な行動をせず、周囲に配慮ができましたか？ 〔はい・いいえ〕 

・質問４ 自分自身の将来について、自分との対話ができましたか？ 〔はい・いいえ〕 

・質問５ 自分の反対側（裏側）に目を向けることができましたか？ 〔はい・いいえ〕 

・質問６ ９０歳になっても「夢」を追いかけたいですか？ 〔はい・いいえ〕 

・質問７ １年間これだけは頑張った、と誇れるものはありますか？ 〔はい・いいえ〕 

 ２年生になるみなさんに期待すること。それは「自分が正しいと信じることを裏切らない」

こと。集団の中でも自分自身を裏切ることがない、揺るぎない「自分」に進化しましょう。 

（第 1学年主任 前川 卓郎） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技大会  
 ３月１０日（木）に、後期の校内競技大会を行いました。男子はサッカーとバレーボールを、女
子はドッジボールとバレーボールを行い、男女混合でオセロとボッチャを行いました。全競技大
変盛り上がり、クラスメイトとの思い出を作りました。 
女子バレーボール  優勝 1年 1組、 準優勝 1年 5組 
女子ドッジボール  優勝 1年 2組、 準優勝 2年 5組 
男子バレーボール  優勝 1年 2組、 準優勝 2年 4組 
男子サッカー    優勝 2年 6組、 準優勝 2年 5組 
ボッチャ      優勝 2年 2組男子、 準優勝 1年 2組女子 
オセロ 団体    優勝 1年 6組、 準優勝 2年 6組 
オセロ 個人    優勝 2年 6組 西本 翔、 準優勝 1年 6組 松嶋美月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３学年 ６０回生、卒業おめでとう！最後の最後まで素晴らしかった！！ 

3月 1日（日）。卒業生の入場から退場まで厳粛な中で執り行われた卒業式。一人ひとりの呼名

に対する元気な返事。先輩に対する在校生からの送辞。３年間の想いを込めた卒業生代表の答辞。

大きな声で歌う校歌。そのすべてが素晴らしくとても感動的なものとなりました。また、式終了後

の保護者代表謝辞の際には、誰かに指示されたわけでもないのに、話す人の方向に体を向けた行動

には、多くの先生方から賛辞をいただきました。 

思い返してみると、入学当初から「できるだけ、自分たちの力でやってみる。」「自分たちが主体

的に行動する。」「今、やるべきことは何か。」などなどを伝えてきましたね。それを最後の卒業式

で体現してくれた６０回生を誇りに思います。６０回生の皆さんのこれからの人生において幸多

からんことを心からお祈りします。 

３年間ご支援いただきました保護者の皆様、地域の方々、６０回生に関わってくださった全ての

方々、本当にありがとうございました。            （第３学年主任 萩原 広太） 

 

 

 

 

 
 

 部活動の結果報告  

＜弓道部＞ 

〇第２４回県北地区高等学校弓道選手権大会 

 男子団体 第３位 Bチーム（２年 吉住柊汰、１年 前田一裟、坂口 瑛） 

 男子個人 １年の部 準優勝 合原直哉、第５位 坂口 瑛、２年の部 第５位 畑島未来 

＜美術部＞ 

 〇令和７年度長崎県明るい選挙ポスターコンクール 

   長崎県選挙管理委員長賞  2年  飯尾優季（全国審査会出品） 

＜書道部＞ 

 〇令和７年度佐世保市明るい選挙啓発書写コンクール 

  最優秀特選 1年 山田穂佳、  入選 1年 平野陽菜 

＜コーラス部＞ 

〇第２７回ヴォーカルアンサンブルフェスティバル inさせぼ 

  アンサブル大賞（２年連続） 

＜その他＞ 

〇令和７年度長崎県明るい選挙ポスターコンクール 

 長崎県明るい選挙推進協議会会長賞   2年 濱田 楓（全国審査会出品） 

 優秀賞 ２年 糸山心乃（全国審査会出品） 

 デザイン賞 ２年 川﨑美桜、 奨励賞 2年 濱里蓮夏 

〇第２回グローカル探究カップ in 長崎大学 

  長崎県教育委員会長賞 ２年 河野実佳、天辰星南、河野璃子、古賀維奈 

 

《令和８年度 ４月の行事予定》 

４／１ （水） 新入生オリエンテーション、SAKURAフェス（午前） 

８ （水） 大掃除、新任式、前期始業式、第６３回入学式、育友会入会式 

９ （木） 春季実力テスト（全学年） 尿検査（一次） 

１０ （金） 春季実力テスト（３年） 尿検査（一次）予備日 新入生研修（～1４日） 

１３ （月） 部活動編成（仮、1年生のみ） 面談週間（～15日） 

１５ （水） 内科検診①（他、１６、２２日） 

１７ （金） 歓迎遠足（予備日なし） 

２２ （水） 部活動編成（全学年） 

２３ （木） 尿検査（二次） 

２８ （火） 体育大会 

３０ （木） 体育大会予備日 

 


